
いきいき山形男女共同参画プラン実施計画平成１８年度進ちょく状況評価（主な評価）

ぷらーな 67 ぷらーな

最
優
秀
賞

入　

選
渡
辺 

敬
友（
あ
ず
ま
町
）

マ
マ
は
肉
ジ
ャ
ガ
、
パ
パ
シ
チ
ュ
ー

娘
パ
ス
タ
に
、
息
子
目
玉
焼

我
家
は
み
ん
な
料
理
人

目 標 指 標 現状値
（平成17年度）

現状値
（平成18年度）

目標値
（平成22年度）

評 価

Ⅰ 人権の尊重と
男女平等の意識
を確立します

山形市男女共同
参画センター講
座受講者数

784人 2,027人 1,330人

　男女共同参画センター開館10周年記念事業の開催及び講
座内容の充実により、男女共同参画センター講座の受講者数
は大幅に増加し、市民の男女共同参画に対する関心や自主的
な取り組みの深化・広がりが期待されます。
　しかしながら、これまでの意識調査において、固定的な性
別役割分担意識に基づく制度や慣習は社会に依然として根強
く残っており、男女平等への意識改革を目指す教育・学習を
更に推進していく必要があります。

Ⅱあらゆる分野に
男女共同参画を
推進します

市の審議会等に
おける女性委員
比率 31.7% 28.9% 40.0%

　「市の審議会等における女性委員比率」が平成17年度より
2.8ポイント下がり、意思決定過程への女性の参画が進んで
いません。平成22年までの目標40%へ向けて、男女の声が
ともに市政に反映されるよう、一層積極的に女性委員の登用
に努める必要があります。

Ⅲ 働く男女の真
のパートナーシッ
プを実現します

保育所入所児童
数・待機児童数

入所児童数
2,598人
待機児童数
226人

（4月1日）

入所児童数
2,771人
待機児童数
232人

（4月1日）

待機児童数
0人

　保育所の整備により入所児童数が増加し、保育サービスの
充実化が進められています。
　しかし、一方で待機児童数も増えているので、依然として
保育サービスの整備が求められており、待機児童0の目標に
向けて、なお一層保育需要に対応した取り組みを進めていく
必要があります。

Ⅳ健康づくりと自
立のための支援を
推進します

子宮がん検診の
受診者数 5,281人 10,324人 3%増

　子宮がん検診等の受診者数について、検診制度の変更によ
り前年度と比較することができませんが、女性の健康づくりと
自立にむけては、女性の身体的特性に配慮し、生涯を通じた
心身の健康づくりが大切であるため、目標に向けて、更に取
り組みを進めていく必要があります。

Ⅴ みんなの力で
計画を推進します

男女共同参画セ
ンター登録団体
数 98団体 100団体 105団体

　みんなの力で計画を推進するためには、市民や団体等との
連携が必要ですが、男女共同参画センター登録団体がやや増
加していることから、男女共同参画のまちづくりに向けて、団
体の育成と相互交流が僅かであるが促進されていると考えら
れます。 今後とも、団体の育成・支援に取り組み、計画の理
念の普及・啓発を推進する必要があります。
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男女共同参画に関する作品審査結果
平成19年度男女共同参画宣言都市事業

たくさんの応募ありがとう
ございました。（入賞者 敬称略）

一行詩部門
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「男女共同参画講師派遣事業」を実施しました。
　平成19年度実施した「講師派遣事業」の状況をお知らせします。
　この事業は、企業や事業所などで実施される従業員等を対象とした男女共同参画に関する講演や研修会等に対し、市が講師
等を派遣するものです。
　今年度は以下の2つの事業が行われました。

T O P I C S 1

　いずれの事業も、参加者は熱心に聴講されて実りある内容でした。
　これから、社内研修など予定している企業等の皆さんもこの「講師派遣事業」に応募してはいかがでしょうか。詳しくは男女共
同参画課までお問合せください。

いきいき山形男女共同参画プラン実施計画

平成１８年度進ちょく状況調査報告
　山形市では、平成13年2月に平成22年を目標とする「いきいき山形男女共同参画プラン」を策定し、プランに示した具体的施
策を着実に実行するために、平成22年度までを推進期間として実施計画を策定しています。
　実施計画の進ちょく状況は、山形市男女共同参画推進本部が年1回全庁的な調査を行い、自己評価します。
　評価の方法は、数値で表すことのできる指標を設定しており、その数値の増減とそれぞれの指標に掲げている数値目標への達
成度合により評価しています。主な評価内容は次のとおりです。

T O P I C S 2

（　　　　　　　）対象：20歳以上
の年度内に偶数
歳になる女性 （　　　　　）隔年実施の

ため前年度
との合計 （　　　　　）平成18 年

度を基準と
する

（　　　　　）10周年記念
事業の参加
者725人含
む

■9月28日（金） 山形日紅株式会社
■講演：
セクハラについて
■講師：堀野 隆弘 氏

■11月6日（火） 独立行政法人雇用・能力開発機構山形センター
■講演：
セクシュアルハラスメントの
防止等について
■講師：堀野 隆弘 氏


